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優しく強い子に！ 南の６年生 ガールズの活躍！！
9 月 21 日(土)のＵ－１２最終戦ｖｓ宇津木戦。後

半５分のトップ下ミツキ君のアシストでＬＭＦシズク
さんの先制点！！
同日のＴＭｖｓリトルキッカーズ戦。前半３分，Ｌ

ＳＢソラさんの左ミドルサード・ハーフライン手前か
らの左足超ロングシュートによる先制点！！

9 月 23 日(月)の秋季リーグ戦ｖｓ四小戦。前半 3
分ＬＭＦシュンセイ君のパスを受けたＲＭＦカンナさ
んが右足のシュートで先制点！！
土日の練習や試合をＧＡＭＢＡり，午後練にも参加

している３人の活躍です。
http://www.minamih.net/ ユウカさんも四小・諏訪戦に得点を挙げています。
１９・ ９・２６（木）ユウラさんの速くて強いＤＦ，正確なクロスによるア
南ＮＥＷＳｎｏ ７４ シスト。男子に競り負けないモカさんの強烈な右足の

シュート！！
みんな日頃のＧＡＭＢＡりが成果を挙げています。嬉しいですね！！

ｂｙ南の安版万

６年生試合レポート
八王子市秋季リーグ戦カップ

日時 2019/9/23（月祝） 会場 松ケ谷小
《試合のめあて》
・パス＆ムーブ ・ハイプレスをする ・くさびに当ててからの展開
・技を使う ・試合を楽しむ

《結果》
○南八王子１０－０四小 前半３－０
得点 カンナさん、ワヘイ君、ソラさん、ユウカさん 2、ユウシン君、

レオン君 2、ミツキ君 2
アシスト トウイ君、シュンセイ君、ミツキ君、ユウシン君、レオン君 ②

○南八王子６－０諏訪夕やけ 前半４－０
得点 シュンセイ君 2、レオン君２、

ソラさん、ミツキ君
アシスト ワヘイ君、ミツキ君、ユウカさん、

トウイ君
《当日の様子》

四小戦 U12後期ブロックの全試合が終わり、決勝
トーナメントに向けてチームの底上げを図るべく、少しでも出場時間を多くし
て、公式戦独特の雰囲気を全員で知る、絶好の機会です。
第一試合、前半 3分にシズクさん～シュンセイ君と繋いだ流れから、カンナ

さんが冷静に決めて先制点をあげます。続けて前半９分には、ワヘイ君が相手
ボールをカットしたあと、３人をかわして追加点、前半終了間際には、同じく
相手ボールカット後にソラさんがミドルシュートを決めました。
前半フル出場だったカンナさんは、ユウシン君へのインナーラップパスも決

め、大活躍でした。 気合を入れて！！
後半は怒涛の得点ラッシュ、２分にレオン君からのアシストでユウカさんが

追加点、お次はトップに入ったシオン君が相手へのアーリーヒットで作ったス
ペースに、ユウカさんからユウシン君へアシスト、ゴールを決めます。御礼と
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ばかりに、１２分にユウシン君が右クロスからのアシスト役で中央のユウカさ
んに合わせて６点目、１３分と１７分にはトウイ君の左サイドからの駆け上が
りでレオン君に連続アシスト、仕上げはシオン君~レオン君～ミツキ君、トウ
イ君～ミツキ君の連続ゴールで、合計１０得点の快勝です。モカさんやシズク
さんの渾身的な詰めで、効果的なプレッシャーを相手に与えていました。

第二試合、開始早々４分にレオン君の左サイドで
のはたきからワヘイ君につなぎ、最初の試合ではキ
ーパーを務めたシュンセイ君に渡って見事ゴール、
７分にはミツキ君からの左切り崩しを受けたソラさ
んが右サイドネットに追加点、８分にはレオン君の
ミドルシュートが決まります。１６分ではトウイ君
～ミツキ君～シュンセイ君の繋がりで４点目をゲッ

気合を入れて！！ トしました。
後半では一転、気が抜けた雰囲気があり、どこからも全く声が出

ない非常にもの静かな展開で、前半の勢いは全く感じません。辛う
じて終了間際にユウカさん～ミツキ君のシュートと、トウイ君から
のスルーパスをオフサイドラインぎりぎりで待ち受けたレオン君が
１点ずつ決めましたが、相手の出方に合わせてしまう、南独特のの
ん気なところ？が終盤に出てしまう、少し悔いの残る試合でした。

※写真提供は平山さんでした。いつも有難うございます。

《コーチ所見》
２試合とも危なげない展開ながらも、前号の矢上代表からの指摘通
り、技術面、戦術面の課題は盛り沢山です。大事なことをもう一つ、
みんなに知ってもらいたいことがあります。この試合中、相手のスロ
ーインの時に「ハリーハリー」と切っ突く掛け声を出す場面があり、
審判に注意されるシーンがありました。今回は注意だけで済みました
が、次のルールにあたると審判が判断すれば、即座にイエローカード
を出す場合もあるようです。
「次の場合、競技者は、～（中略）、警告されなければならない。
・挑発（ちょうはつ）したり、嘲笑（ちょうしょう）したり、相手の
感情を刺激するような身振りや行動をする。」
試合ができるのは、サッカーが好きな仲間がその場所、その時間

に一緒に集まれたから、そう考えると、相手への思いやりや感謝の気
持ちが、自然に出てくるはずです。言葉で相手へのプレッシャーをか
けるのはもうやめにして、少しでもその戦う気持ちを、プレーの質を
高める力に回しましょうね。 ｂｙ田邊コーチ
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